











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































com, face book, Yahoo!, eBayなど（同上書、５頁）。
この点については茂木経済産業大臣提出資料「ベ
ンチャー創造の好循環の実現に向けて」平成26年
４月16日を参照されたい。
８）ベンチャー有識者会議「ベンチャー有識者会議
とりまとめ」、７～ 10頁。
９）この点について松田修一は、小学校からの一貫
した教育システムの重要性を指摘している。（松
田修一、上掲書、49頁。）ベンチャー有識者会議、
前掲書、12 ～ 13頁。
10）上村未緒「日本再興戦略の特徴と今後の課題　
長期的な成長に向けた着実な行動が鍵に」One 
MIZUHO、みずほ総合研究所、2013年７月４日、
１頁。
11）同上論文、２頁。
12）つまり、市場経済において、企業は絶えず生成
と消滅とを繰り返し、その頻度が高ければ高いほ
ど産業の新陳代謝が促進される。その実態を把握
するために、開廃業率が用いられる。この点につ
いての詳細は2014年の『中小企業白書』186 ～
187頁。また、岡田悟「わが国における企業活動
の現状と政策対応―国際比較の観点から―」国立
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埼玉学園大学紀要（経済経営学部篇）　第16号
と高等小学校の二段階となっている。そして、尋
常小学校の修業年限が義務教育期間とされている。
1907年に小学校令の一部改正があり、尋常小学校
の修業年限が６年となる。しかし幸之助が丁稚奉
公にでたのは1904年11月であるので、修業年限４
年の修了が目の前であったことがわかる。
25）むめのの弟が後の三洋電機社長の井植歳男であ
る。また松下むめの著『難儀もまた楽し　松下幸
之助とともに歩んだ私の人生』PHP文庫、2014年
１月22日、第１版第１刷も参照されたい
26）この経緯については、松下幸之助著『私の行き
方考え方』日本図書センター、1997年２月、第１
刷、51 ～ 55頁を参照されたい。検査員に昇格す
る前から幸之助はソケットの改良を考え、工夫し
ていたことが述べられている。
27）宮本又郎編、前掲書（松本貴典「松下幸之助」）、
178頁。
28）たとえば、江戸時代の中でも、元禄、享保、文
化、文政の時期でいえば、伊勢商人の三井高利を
挙げられる。三井高利は越後屋（のちの三越）を
創業し、三井グループの基礎を築いた。高利の行
なったことの多くは、現代のマーケティングと共
通点が多い。それはまず、店先現銀掛値（たなさ
きげんぎんかけねなし）、すなわち現金定価販売
を行ったこと。一反売りではなく、切り売りなど
であり、販売の対象顧客を富裕層から大衆層にま
で拡大している。この点については、たとえば、
童門冬二・亀井昭宏「今に生きる江戸のマーケティ
ング」AD STUDIES、Vol.5、2003、福田敏彦「マー
ケティング分野のキャリアモデル研究について」
法政大学キャリアデザイン学部紀要、第６号、西
村克己「歴史に学ぶ21世紀の経営学　21人の戦略
家たち、第２回江戸の革命的ビジネスモデルの考
案者　三井高利にみる先見性」WISDOM、2003年
２月、三谷宏治『KIT*DHBR　「ビジネスモデル
進化論」セミナーリポート』、2014年10月などを
参照されたい。また、マーケティング論の日本導
入に時期について、たとえば、鳥羽欽一郎はこう
述べている。「ところで、マーケティングという
用語が日本に入り本格的に定着するようになった
のは、戦後、アメリカのマーケティング理論の影
されたい。
16）新規開業企業数は2011年から2015年まで６年連
続で増加している。テクニカルセンター会計情報、
Vol.475/2016.3、11頁。
17）ユーグレナは2005年に設立されたベンチャー企
業。「ミドリムシジェット燃料、実用化へ動き出す』
東洋経済オンライン、2015年12月３日および「ペ
プチドリーム、創薬ベンチャーの『爆発力』」、東
洋経済オンライン、2016年６月10日などを参照さ
れたい。
18）「ベンチャー・チャレンジ2020」、７頁。
19）正二郎の父である徳次郎は、久留米藩士・龍頭
民治の次男として生まれたが、明治維新で家録を
離れ実の叔父の緒方安平の店「志まや」に奉公、
安平の長女マツと結婚し、マツの母の実家石橋家
を継いだ。正二郎が３歳の時に暖簾分け、仕立屋
「志まや」を開業して独立した。（「地下足袋から
タイヤの王様へ　石橋正二郎（1889-1976）、ブリ
ヂストンタイヤ」、『社史と伝記にみる日本の実業
家：人物データと文献案内』、神奈川県立図書館、
神奈川県立川崎図書館編、神奈川県立図書館、
2012.3、188頁）
20）ここでは宮本又郎編、前掲書に収録されている
廣田　誠「石橋正二郎」と松本貴典「松下幸之助」
を中心に、その他の文献も使いながら、述べてゆ
くことにする。
21）「福助足袋」の起源は辻本福松により1882年に
大阪府堺に「丸福」創業に遡る。また、「つちやた
び」は1873年に倉田雲平により創業された、現代
のムーンスターの原点である。
22）前掲、「地下足袋からタイヤの王様へ　石橋正二
郎（1889-1976）、ブリヂストンタイヤ」189 ～
190頁。
23）2013年の世界タイヤ市場シェアによれば、売上
高ベースでブリヂストンは14.6％、ミシュランは
13.7％、そしてグッドイヤーは9.4％というシェア
である。この10年で、３社のシェアは減少傾向に
あるが、ブリヂストンは首位を維持している。
24）宮本又郎編、前掲書（松本貴典「松下幸之助」）、
174頁。当時の教育制度では、1886年に小学校令
が公布され、小学校は尋常小学校（修業年限４年）
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起業家とマーケティング
響の下においてであった。しかし、このことは、
明治時代からの戦前の日本、さらには遡って江戸
時代の日本にマーケティングが存在しなかったと
いうことではない」。鳥羽欽一郎「日本のマーケ
ティング―その伝統性と近代性についての一考察
―」、経営史学、1982年、第17巻第１号、３頁。ま
た、小川孔輔も次のように述べている。「第二次
世界大戦前に日本に『マーケティング概念』
（Marketing concept）がまったく存在していなかっ
たわけではない。・・・江戸時代の商家経営（三
越の前身にあたる「越後屋」や石田梅岩の思想）
にその片鱗が見られる。また大正・昭和期の森永
製菓や資生堂はすでに、戦後わが国が米国から導
入したさまざまなマーケティング手法を実際に実
行していたことは事実が示すとおりである」。小
川孔輔『マーケティング入門』日本経済新聞社
2009年７月24日１版１刷、61頁。
